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研究の概要

海洋はその種100万 といわれ,地 上における今もなお未知な世界である.本 年度

も,こ の海洋生物から,医 薬資源となりうる有用な生理活性物質を発見し,構 造を明らか

にし,生 物活性を検討することを目的として研究を行った.こ の研究を始めてから11年

を経過 した.

そこで,本 年度は,新 しい生物の採集を中止し,今 までの生物成分のまとめを行っ

た.特 に,日 本産ナマコ類成分,沖 縄と真鶴で採集した日本産フサコケムシ成分,お よび

深海巻貝2種 の成分研究を完成 した.

研 究 成 果

1.3種 の 日 本 産 ナ マ コ 類Holothuriaatra,H.leucospirotaお よ びApostichopusjaponicasか

ら 新 規 ア ミ ン 化 合 物 と し て,N-(1-amino-2-benzo【1,4]-dioxin-2-yl-ethyl)-O-methyl-

hydroxyamine,methy1。 【1。amino-2-(6-benzoquinoxalin-2-yl)。ethyl]-carbamateお よ び

methyl-propyl-(1-vinyl-1,8a・dihydro-imidazo[1,2-a]pyridine-2。y1)-amineを 単 離 し構 造 決 定

した(論 文 作 成 中).こ の よ う なamine類 が ナ マ コ か ら得 られ た の は 珍 しい こ と で あ る.

2.沖 縄 産 の フ サ コ ケ ム シBugulaneritinaの ヘ キ サ ン部 分 を 探 索 し た と こ ろ,既 知 物 質 で あ

る が,4種 の コ レ ス テ ロ ー ル 誘 導 体cholest-4・ene・3-one(1),cholest-7・ene・3,6-dione(2),
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cholest-4,6-diene-3-one(3)お よ びcholest-5-ene-3β,22。dio1(a)を 単 離 し構 造 決 定 し た

(Figure).フ サ コ ケ ム シか らこの よ うな コ レステ ロー ル 誘 導体 を単離 したの は 最 初 の こ

とで あ る(論 文 作 成 中).

3.真 鶴 産 フサ コ ケ ム シBugulaneritinaの アル カ ロイ ドを検 索 し,細 胞 毒 性 を有 す る新 規 イ

ン ドール アル カ ロ イ ド2種(neritinamineAお よびBと 命 名)を 単 離 し構 造 決 定 した(論

文作 成 中).

4.深 海 巻 貝2種Alviniconchacf.hesseleriお よびIfemerianautileiの 化 学 成 分 を探 索 し,そ

れ ぞ れ数 種 の ア ミノ酸 と核 酸 を単 離 し同定 した(論 文作 成 中)
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Figure.Cholesterol-derivativesfromBryozoanBugulaneritina
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